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◆はじめに 

１-１ 安全に関する注意 

 

 警告 

この機械を不適切に使用すると、重大な事故に結び付くことがあります。 

運転者及び整備担当者の方は、この機械の運転・点検・整備を行う前に、本書をよく読んで内容を十分理解してください。 

 

   取扱説明書及び当製品の安全ラベルを良く理解いただくため、安全のためのラベルは、 

次のように使い分けています。   

 危険 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを示します。 

 警告 その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるものを示します。 

 注意 その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるもの、または物的損害が生じるおそれが 

あるものを示します。 

 

あらゆる環境下に於ける運転・点検・整備の全ての危険を予知する事は出来ません。 

そのため、記載されている説明文は安全の全てを網羅したものではありません。 

説明文にない運転・点検・整備を行う場合には、全て自分の責任において安全に対する必要な措置を取ってください。 
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１-２ 使用目的 

 

    警告 

使用目的作業以外に本機を使用しないでください。 

 

当製品は、主に次の作業に使用してください。 

  ・杭やパイプの打ち込み作業 

 

１-３ 運転の資格 

   本機をクレーン機能付き油圧ショベルで吊り上げて作業する場合 

   機体質量３ｔ以上の油圧ショベルを使用する際は、車両系建設機械（整地・運搬・積み込み用及び掘削用）運転機能講習の運転資格と、小型移動 

式クレーン運転技能講習の修了者、玉掛技能講習の修了者に限られます。 

機体質量３ｔ未満の油圧ショベルを使用する際は、小型建設機械（整地・運搬・積み込み用及び掘削用）運転特別教育修了者と小型移動式クレーン 

運転技能講習の修了者、玉掛技能講習の修了者に限られます。 
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◆安全編 

２-１ 基本的な注意事項 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋設物に注意してください 

地下に電源、ガス管等が埋設してあるおそれのある場所では絶対に

杭の打込みはしないでください。 

警告 

高圧ガス注意 

本機の頭部には高圧の窒素ガスが封入されています。 

フクロナットをゆるめないでください。 

警告 

窒素ガス以外のガスは、絶対に使用しないでください。他のガス類を封

入すると爆発する危険があります。 

警告 

改造はしないでください 

許可のない改造（分解・修理を含む）によって生じた事故や故障、

及び二次的損害賠償については責任を負いかねます。 

警告 

作業に適した服装と安全保護具の着用 

作業に適した服装をしてください。 

作業する時は必ず下記の安全保護具を着用してください。 

１.ヘルメット・破砕物の飛散破片、障害物からの頭部の保護 

２.保護メガネ・破砕物の飛散破片からの眼の保護 

３.安全靴・・・先端工具による障害や落下物からの足の保護 

４.手 袋・・・高温部による火傷や打撲障害からの保護 

５.耳栓耳覆い・騒音障害からの保護 

６.防じんマスク・粉じんからの保護 

警告 
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２-２ 作業に関する注意事項 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落下防止処置を行ってから使用してください。 

落下防止処置具（ワイヤ等）に損傷がある場合は交換してくださ

い。 

警告 

こんな時は作業をしないでください 

・過労･病気･薬物の影響、その他の理由により作業に集中できない時 

・酒を飲んだ時 

・手･足･腰等身体に痛みやケガのある時 

警告 

このような条件では使用しないでください 

本機の一部または全部が水や海水、泥水に浸かる状態での使用 

杭が入らなくなった状態で 1分以上打撃を続けての使用 

本機の仕様範囲を超えた圧力、流量の油圧源に接続しての使用 

気温が氷点下 10℃以下、または 40℃以上での使用 

油温 10℃以下または 90℃以上での使用  

警告 

油漏れが発生した時は油圧源を停止させてください。高温の油が飛散

し、やけどをする危険があります。作動油および各部が冷えてから補修作

業を行ってください。 

 

警告 

作業場周辺の注意 

作業する場所の周辺には作業者以外の人を近づけないでください。 

落下防止処置を行ってから使用してください。 

 

警告 

機械を他の人に貸す時は 

取り扱い方法をよく説明し、使用前に[取扱説明書]を 

必ず読み理解してから使うよう指導してください。 

 

警告 
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高温になるので直接さわらないでください。 

・本機を使用していると油温が上昇して、機械が熱くなります。 

素手で扱ったり、肌に接触させないでください。 

警告 

長期間に渡る振動は、指・手・手首等に障害を与える可能性がありま

す。痛み等の異常を感じたら機械の使用を中止、医師にご相談ください。 

警告 

同じ場所を１分間以上打撃しても杭が打込めない場合は、打ち込み位

置を変えてください。 

警告 

後述の「使用前の点検」を行ってから本機を使用してください。 

警告 

後述の「保守点検」「定期点検」を行ってください。 

警告 

本機を置く時は、本機が倒れないように安定した平らな地盤の固い場所

に置いてください。 

警告 

本機に異常が発見された場合は、直ちに作業を中止してください。 

異常を放置したまま作業を行うと、重傷または死亡にいたる人身事故を

引き起こすおそれがあります。直ちに修復してください。 

警告 
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◆ 取扱編 

３-１ 仕様

型式  KH-１５０-２型 KH-２４０V型 

外径寸法 ｍｍ L486×W273×T146 L629×W265×T154 

質量 ｋｇ 20 24.5 

作動圧力 MPa 8～11 8～11 

油量  L/min 20.5 20.5 

打撃数 ｂｐｍ 1920 1080 

最大打込み直径 ｍｍ Φ50 Φ80 

窒素ガス圧※２ MPa 3.9 3.9 

※２：本体温度が 15～35度の時 
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３-２ 作業手順 

油圧源の圧力、流量が本機の仕様に適合していることを確認してください。 

作業準備 

１．カプラにゴミや埃が付いていないことを確認し、延長ホースで本機と油圧源とを接続します。 

（接続後は、カプラロックをしてください。） 

２．本機を安全にお使用いただくために、落下防止処置を行ってから使用してください。 

３．打ち込む杭、またはパイプに本機ポストカバーをかぶせます。 

４．油圧源を起動し、本機に油が流れるようします。 

実作業 

５．ハンドルパイプ・操作グリップを持ち、操作グリップを下げると本機は作動します。 

６．所定の深さまで打ち込み後、本機を停止します。 

作業終了 

７. 作業終了後、油圧源を停止します。 

８. 延長ホースを取り外します。 

９. 本体ホース及び延長ホースのカプラを互いに接続し、ゴミ埃の付着を防止します。 

１０. 本機に付いた泥や汚れを清掃します。 

 

  ◆カプラが接続できない場合 

    ホース内に圧力が残っている（残留圧力）事が考えられます。圧力抜き工具（オプション）を使用し圧力を抜いてください。 
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３-３ 使用上・作業上の注意 

１．本機の仕様範囲に適合する油圧源を使用してください。 

２．本機を使用して作業する時は次のことに注意してください。 

(1) 杭が倒れて怪我をする。 

(2) ホースにつまずいて転倒する。 

(3) 足場が悪く、つまずいて転倒する。 

(4) 本機が落下し怪我をする。本機の落下防止処置を行ってください。 

(5) 使用後、立てて置いた本機が転倒して怪我をする。（使わない時は必ず倒しておきます。） 

(6)本機の重量で腰を痛める。（取り扱いの姿勢に注意します。） 

３．油圧源と本機を切り離した時は２本のホースのカプラを互いに接続してください。 

４．杭やパイプが入っていかない時は、作業を止め障害物の有無を確認してください。そのまま作業を続けますと、杭やパイプが変形し本機から抜けなくなっ

た 

り、故障の原因になります。杭やパイプから本機が抜けなくなった場合は、本機を前後左右に揺さ振って抜いてください。 

また、本機を無理に吊り上げたり、ハンマー等で叩かないでください。 

５．先端部を土中・水中に入れて使用しないでください。泥詰まりや故障の原因になります。 

６．操作グリップや起動レバーを「OFF」側にしても作動が止まらなくなった時は速やかに油圧源を停止してください。本機を点検する必要があります。 

７．作業中にホースが破損し油が噴出した時は、速やかに油圧源を 停止してください。 

８．カプラの接続や切り離しを行うと少量の作動油が漏れます。拭き取る等の処置をして油で周囲を汚さないように気をつけてください。 

９．残留圧力を開放する為に油圧源と本機との接続、切離し時には必ず油圧源を停止してください。 

１０．カプラの接続、切離し時にはカプラにゴミ埃などが付着しないよう注意してください。 

１１．運搬時には、打込み工具を外してください。 

１２．冬季など油温が低い時は＋10℃になるまで油圧源の暖機運転を行ってください。（冬季は５分から１０分程度） 

     また、機械温度が約-１０℃を下回っている場合には、機械温度を０℃以上に高めてから、油圧源による暖機運転を行ってください。 

 

 
P8 



 

 

 

 

◆点検整備編 

４-１ 使用前の点検 

本機をご使用になる前には必ず表の項目を点検し、異常がある時には処置してください。 

4-1-1 ＫＨ-150-2型、ＫＨ-240Ｖ型の使用前点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 点 検 項 目 処 置 

① フクロナットの緩み   増し締め 

② ナットのゆるみ     増し締め 

③④

⑤⑥

⑦ 

ボルトのゆるみ     増し締め 

⑧ ホース金具のゆるみ   増し締め 

⑨⑩

⑪ 
各部の油のにじみ    修理 

⑫ ホースの損傷      交換 

⑬ アンビルの可動範囲   清掃 
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５-１ 保守点検 

長期保管の時は下記の処置をしてください。 

５-1-1 ＫＨ-150-2型の保守点検 

１. ピストンの防錆処置 

使用中フロントキャップの内部に水分が浸入することがあります。 

そのまま放置するとピストンに錆が発生しパッキンを傷め油漏れの原因になります。 

使用後に図のプラグ[26]を取り外し、点検孔から防錆スプレーを噴射します。防錆処置後プラグを取付け締め付けます。 

２．長期保管の時は下記の処置をしてください。 

(1)ポストカバーからアンビルに防錆潤滑剤を塗布します。 

(2)点検孔のプラグ[26]をはずしピストンの防錆処置をします。 

(3)プラグ[27]をグリスニップル[69]に付け替えグリースをグリースポンプで３～５回給脂します。 

    (4)本機全体を油で湿した布で拭き清掃します。 

カバーを掛けて湿気の無いところに保管してください。 

 

5-1-2 ＫＨ-240Ｖ型の保守点検 

(1)ポストカバーからアンビルに防錆潤滑剤を塗布します。 

(2)プラグ[53]をグリスニップル[70]に付け替えグリースをグリースポンプで３～５回給脂します。給脂後、 

プラグ[53]を戻してください。 

グリース給脂直後は、余分なグリスがプラグ[53]上の小穴から噴出すことがあります。注意してください。 

(3)本機全体を油で湿した布で拭き清掃します。カバーを掛けて湿気の無いところに保管してください。 
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５-2 定期点検 

 本機の定期点検は当社または当社サービスセンターにお申し付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 検 項 目 点 検 周 期 

本機へのグリース給脂 6ケ月 

アキュムレータガス充填 1年 

アキュムレータダイアフラム交換 2年 

Ｏリング交換 2年 

Ｕカップパッキン交換 2年 
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６-１ 異常の原因と処置 

異 常 現 象 主 な 原 因 処 置 

カプラが接続できない。 

・ゴミが付着している。  清掃する。 

・カプラが破壊または変形をしている。 ★交換する。 

・ホース内に残留圧力がある。  P7参照（カプラが接続できない場合） 

操作グリップを下げても打撃しない。 

 

・油圧源が停止している。 油圧源を起動する。 

・油圧源の切換弁が切換わっていない。 本機回路に作動油が流れるように切換える。 

・ホースが接続されていない。 ホースを接続する。 

・カプラの接続が不完全。 各継手の接続状態を確認する。 

・高圧側と戻り側とが逆に接続されている。 P・Tの接続を確認してください。 

・ドローボルトのナットのゆるみ。 
★規定トルクで締め直す。 

KH-150-2型、KH-240V型：55Nm 

・カプラ損傷による油の流れ不完全。 ★交換する。 

打撃はするが打撃力が弱く 

打撃数も少ない。 

・油圧源の流量が少ない。 ★油圧源を確認する。 

・油圧源のリリーフ圧力が低下している。 ★油圧源を確認する。 

・ドローボルトのナットのゆるみ。 
★規定トルクで締め直す。 

KH-150-2型、KH-240V型：55Nm 

・背圧が高い。 
★油圧源を確認する。許容背圧 2.5MPa以下に

する。 

・延長ホースが長いまたは、細い。 3/8インチで 10m以下にする。 

・油圧源の作動油が不足している。 作動油を補充する。 

・油温が低い。 暖機運転をする。 
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* 使用によってアンビルに少量の油が付着することがありますがこれは異常ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異 常 現 象 主 な 原 因 処 置 

打撃数が多く反動が強い。 ・油流量が多い。 適正流量に合わせる。 

打撃数は普通だが打撃力が弱い。 

・アキュムレータのガス圧が低下している。 ★ 窒素ガスを充填する。充填圧力 3.9 MPa 

・アキュムレータダイアフラムの破損。 ★ 交換する。 

・油温が高い。 ★ 油圧源を確認する。 

・泥によりアンビルが固着している。 清掃する。 

使用中突然停止する。 
・カプラがはずれている。 各カプラの接続を確認する。 

・油圧源の故障 ★油圧源を確認する。 

*本機ポストカバー部分からの 

多量の油漏れ。 

・Ｕカップパッキンの摩耗。 ★交換する。 

・ピストンの傷や錆。 ★交換する。 

高圧ホースの振れが激しい。 ・アキュムレータのダイアフラム破損。 ★交換する。 

操作グリップを放しても停止しない。 ・バルブロッド部への異物のかみ込み。 ★分解清掃する。 

バルブロッド部からの油漏れ。 

 
・Ｏリングの摩耗、硬化、破損 ★交換する。 
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７-1 パーツリスト 

７-1-1 ＫＨ-150-2型の構造図 
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Ｎｏ． 部 品 番 号 部 品 名 称 数量 Ｎｏ． 部 品 番 号 部 品 名 称 数量 

*1 Ｍ２ＬＴＥ１１５Ａ キャップ  60 N･m 1 37 OＧ－６０ Ｏリング 1 

*2 １１２０－４１３－A キャップボルト 1 38 ＩＵＩＳ－３０－４０－６ Ｕカップパッキン 1 

3 Ｍ２ＬＴＥ１０９Ａ フタ（Ｓ）  200 N･m 1 39 ＤＳ－３０３８５ ダストシール 1 

4 Ｍ２ＬＴＤ１０３Ａ シェル 1 40 Ｍ１HＴＥ１０７Ａ スプリング（Ｐ） 1 

5 ＭＢ２６Ｙ０２２Ａ ハンドルパイプ 1 41 ＭＢ０２Ｅ００６Ａ ダイアフラム 1 

6 ＭＢ２６Ｙ００５Ａ トッププレート 1 42 ＱＢ-５/１６ 鋼球 1 

*7 ＭＢ２６Ｘ０１２Ａ バルブボディ 1 43 WF１４－２Ｌ（ＪＩＳ Ｂ１２５２） サラバネザガネ 2 

8 ＭＢ０８Ｚ０１５Ａ カム 1 44 ＰＦＢ-６×２４ (YAKIIRE) 平行ピン 2 

9 ＭＢ２６Ｚ０１０Ａ プレート 1 45 ＢＨ－８×２５ ボルト   35 N･m 1303B 4 

*10 Ｍ２ＬＴＥ１０８Ａ バルブガイド 1 46 ＢＨ－１２×２５ ボルト  100 N･m 1305N 2 

*11 Ｍ１ＫＴＥ１１１Ａ バルブロッド 1 47 ＢＨ－５×１２ ボルト    8 N･m 1342J 2 

12 ＭＢ２６Ｚ００１B ドローボルト 56 N･m 1305N 2 48 Ｎ１－８ ナット 1 

*13 Ｍ２ＬＴＥ１２４Ａ インナーチューブ（Ｂ） 1 49 ＰＲ－６×１６ ピン 1 

14 Ｍ２ＬＴＤ１２５Ａ ピストン（Ｂ） 1 50 ＰＲ－５×３０ ピン 1 

15 ＭＢ２６Ｚ０１８Ａ カラー 1 51 ＢＰＨ１－ＰＴ１/８ プラグ 12 

*16 Ｍ２ＬＴＤ１０４Ｂ シリンダ 1 52 WF－８ （１Ｌ） ザガネ 6 

17 ＭＢ２６Ｚ００４Ａ ハンドル軸 1 53 ＷＳ－１２ ザガネ 2 

*18 ＭＢ２６Ｚ００３Ａ 操作グリップ 1 54 ＢＨ－８×１５ ボルト 4 

19 ＭＢ２６Ｚ００６Ａ スプリング受け 1 55 ＳＡＷＡＮＥ－５５４９ スプリング 1 

*20 ＭＢ２６Ｙ０１６Ｃ フロントキャップ（機番打刻） 1 56 ＷＳ－５ ザガネ 2 

21 １１２０－４２３－Ｃ ナット  56 N･m 1303B 2 57 ＤＢ－ＭＢ１６１５ＤＵ ＤＵブッシュ 1 

22 ＭＢ３６Ｙ００３Ａ フランジ 1 58 ２１０９１･６－－５０－－ 油圧ホース 1 

23 ＭＢ２６Ｚ０１４Ａ チゼルブッシュ 1 59 ２１０９１・６－－３５－－ 油圧ホース 1 

24 ＭＢ３６Ｚ００１Ａ アンビル 1 60 ＱＣ－０３Ｆ カプラ〔メス） 1 

25 ＭＢ３６Ｙ００２Ａ ポストカバー 1 61 ＱＣ－０３Ｍ カプラ〔オス） 1 

26 ＢＰＨ１－ＰＴ３/８(シール無し) プラグ 1 62 Ｎ１０１１－０６-HEX22 アダプタ 2 

27 ＢＰＨ１－ＰＴ１/８(シール無し) プラグ 1 63 ＣＵ－１８ 銅ワッシャ 2 

28 ＯＳ－２２．４ Ｏリング 1 64 ＮＬ８ＤＰ ノルトロックワッシャ 8 

29 ＷＳ－０６<<<<<<<<ＢＨ シールワッシャ 1 65 ＢＨ－８×３０ ボルト   38 N･m 8 

30 ＯＢＰ－２２ バックアップリング 1 66 Ｍ２ＬＴＥ１１８Ａ Ｍ６オリフィスプラグ（φ2.2） 1 

31 ＯＰ－２２ Ｏリング 1 67 ＭＢ２６Ｚ０２３Ａ ステー 1 

32 ＯＢＰ－１４ バックアップリング 1 68 Ｍ１ＸＴＥ１０８Ａ コントロールバルブ 1 

33 ＯＰ－１４ Ｏリング 1 69 ＧＮ－０１ グリースニップル（付属部品） 1 

34 ＯＢＰ－５ バックアップリング 1 70 BH－８×２０ ボルト   35 N･m 1305N 1 

35 ＯＰ－５ Ｏリング 1 71    

36 ＯＰ－１２．５ 1B Ｏリング 1 72 ＭＢ２９Ｚ０２３Ａ マルゼンシール 1 

    73 OS-７０ O リング 1 

＊印部品は Aｓｓｙ供給部品。 スリーボンド製嫌気性封着剤 1303B(高強度) 1305N(高強度) 1342J(低強度) 
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Ａｓｓｙ供給部品 
(  )内数字は数量（２ケ以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ． 部 品 番 号 部 品 名 称 数量 構 成 部 品 No．           

A1 Ｍ２ＬＴＺ５０１Ａ アキュムレータ Ａｓｓｙ 1  １、２、３、４、２８、２９、４１          

A2 Ｍ２ＬＴＺ５０２Ａ シリンダ Ａｓｓｙ 1  １６、５１（５）            

A3 Ｍ２ＬＴＺ５０３Ａ インナーチューブ Ａｓｓｙ 1  １３、４０、４２、５１            

A4 ＭＢ２６Ｚ０２６Ｂ フロントキャップ Ａｓｓｙ 1  ２０、２３、２６、２７            

A5 Ｍ１ＸＴＺ５０５Ａ バルブロッド Ａｓｓｙ 1  １１、３４、３５            

A6 Ｍ２ＬＴＺ５０６Ａ バルブガイド Ａｓｓｙ 1  １０、３２、３３            

A7 ＭＢ２６Ｚ０２９Ａ バルブボディ Ａｓｓｙ 1  ７、５１（６）、６６、７３            

A8 ＭＢ２６Ｚ０３０Ａ 操作グリップ Ａｓｓｙ 1  １８、５７            

A9 Ｍ２ＬＴＺ５０８Ａ フクロナット Ａｓｓｙ 1  １、２８            

A10 ＭＢ２４Z５０９Ａ キャップボルト  Ａｓｓｙ 1  ２、２９            

A11 ＭＢ２６Ｚ０３１Ａ ハンドルパイプ Ａｓｓｙ 1  ５、４８、５２（２）、６７、７０            

A12 ＭＢ３６Z５０１Ａ シールキット 1  ２８, ２９,  ３０,  ３１,  ３２,  ３３,  ３４, ３５， ３６， ３７， ３８， ３９， ６３（２），７３    
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７-1-２ ＫＨ-240Ｖ型の構造図 
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Ｎｏ． 部 品 番 号 部 品 名 称 数量 Ｎｏ． 部 品 番 号 部 品 名 称 数量 

1 ＭＢ３８Ｚ０２１Ａ 吊り金具 1 38 Ｍ１ＫＴＺ２８１Ａ ブッシュ  150 N･m 1 

＊2 Ｍ１ＫＴＥ１０８Ａ フクロナット  60 N･m 1 39 ＭＢ３８Ｚ００７Ａ コントロールバルブ 1 

3 ＯＳ－２２．４ Ｏリング 1 40 ＯＰ－３８ Ｏリング 1 

＊4 １１２０－４１３－Ｄ キャップボルト 1 41 Ｍ１ＨＴＥ１０７Ａ スプリング（Ｐ） 1 

5 ＷＳ－０６＜＜＜＜＜＜＜＜ＢＨ シールワッシャ 1 42 ＱＢ－５/１６ スチールボール 1 

6 Ｍ１ＸＴＥ１１０Ａ フタ  200 N･m 1 ＊43 ＭＢ３８Ｙ００８Ａ インナーチューブ 1 

7 ＭＢ０２Ｅ００６Ａ ダイアフラム 1 44 ＭＢ３８Ｙ００９Ａ ピストン 1 

8 ＭＢ３８Ｙ００１Ａ シェル 1 45 ＯＧ－７５ Ｏリング 1 

9 ＭＢ３８Ｚ０２２Ａ カラー 2 46 ＦＲ０３２９Ｗ Ｏリング 4 

10 ＭＢ３８Ｚ０１８Ａ バネ受けＡ 2 47 ＭＢ８５０－０４０ ケニックエキスパンダ 3 

11 ＮＬX－１０ ノルトロックワッシャ Xシリーズ 12 ＊48 ＭＢ３８Ｘ０１０Ａ シリンダ 1 

12 ＢＨ－１０×６５ ボルト   75 N･m 2 49 ＩＵＩＳ-３５．５-４５．５-６ Ｕカップパッキン 1 

13 ＯＢＰ－２２ バックアップリング 1 50 DS-３５５４３５５６５ ダストシール 1 

14 ＯＰ－２２ Ｏリング 1 51 ＦＤ２１４９Ａ０ ダストシール 1 

15 ５１－１６３５ 平角線バネ 4 ＊52 ＭＢ３８Ｘ００５B フロントキャップ 1 

16 Ｋ５Ｂ１６２０ ＤＵブッシュ 1 53 ＢＰＨ１－ＰＴ１/８（シール無し） プラグ 1 

＊17 ＭＢ３８Ｙ０１６Ａ 操作グリップ 1 54 ＭＢ３８Ｚ０１４Ａ ナット（Ｍ１６） 100 N･m 1303B 2 

18 5549 スプリング 1 55 ＢＨ－１０×４０ ボルト   75 N･m 10 

19 ＭＢ３８Ｚ０１５Ａ ハンドル軸 1 56 ＭＢ３８Ｚ０１１Ａ チゼルブッシュ 1 

20 ＭＢ３８Ｚ０２０Ａ バネ受けＢ 1 57 ＭＢ３８Ｚ０２４Ａ フランジ 1 

21 ＢＨ－１０×２５ ボルト   75 N･m 1305N 1 58 ＭＢ３８Ｚ０１９Ａ ボス 2 

22 ＭＢ３８Ｚ０１３Ａ ドローボルト  75 N･m 1305N 2 59 ＷＦ-12Ｈ ＪＩＳ Ｂ2706 皿バネザガネ 4 

23 ＭＢ３８Ｚ０１７Ａ ハンドルパイプ 1 60 ＣＯ ６１３４ Ｏリング 1 

＊24 ＭＢ３８Ｘ００３B バルブボディ  （機番打刻） 1 61 ＢＨ－１２×３５ ボルト   90 N･m 1305N 2 

25 ＰＲ-６×２０ ピン 2 62 ＭＢ３８Ｚ０１２Ａ アンビル 1 

26 ＢＰＨ１－ＰＴ１/４ プラグ 3 63 ＰＦＢ－８×３２（焼入品） ピン 2 

27 ＭＢ３８Ｚ０２９Ａ オリフィスプラグ（φ２．９） 1 64 ＭＢ１８Ｙ００１Ｂ ポストカバー 1 

28 ＢＰＨ１－ＰＴ１/８ プラグ 7 65 ＫＨ０１Ｚ５７２Ａ ３/８Ｏリングポート４００ｍｍホース 2 

29 ＢＰＨ１－ＰＴ１/１６ プラグ 1 66 OP－14（1種 B） O リング 2 

30 ＭＢ３８Ｚ０２３Ａ カム 1 67 ＱＣ-０３Ｍ カプラ（オス） 1 

31 ＦＲ０３０７Ｗ Ｏリング 1 68 ＱＣ-０３Ｆ カプラ（メス） 1 

＊32 Ｍ１ＫＴＥ１１１Ａ バルブロッド 1 69 CO ０６４２ O リング 1 

33 ＯＰ－５ Ｏリング 1 70 ＧＮ-０１ グリースニップル（付属部品） 1 

34 ＯＢＰ－５ バックアップリング 1 71    

＊35 Ｍ１ＫＴＺ２８０Ａ バルブガイド 1 72 ＭＢ２９Ｚ０２３Ａ マルゼンシール２ 1 

36 ＣＯ-０６０１ Ｏリング 1 73 PR-6×28 ピン 1 

37 ＣＯ-０６２１ Ｏリング 1 74    

＊印部品は Aｓｓｙ供給部品。 スリーボンド製嫌気性封着剤 1303B(高強度) 1305N(高強度) 1342J(低強度) 
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Ａｓｓｙ供給部品 

            (  )内数字は数量（２ケ以上）  

Ｎｏ． 部 品 番 号 部 品 名 称 数量 構 成 部 品 No．   

A1 ＭＢ３８Ｚ５０１Ａ アキュムレータＡｓｓｙ 1 ２、３、４、５、６、７、８       

A2 ＭＢ２４Ｚ５０８Ａ フクロナットＡｓｓｙ 1 ２、３        

A3 ＭＢ２４Ｚ５０９Ａ キャップボルトＡｓｓｙ 1 ４、５       

A4 ＭＢ３８Ｚ５０６Ａ 操作グリップＡｓｓｙ 1 １６、１７       

A5 ＭＢ３８Ｚ５０２B バルブボディＡｓｓｙ 1 ２４、２５、２６（３）、２７、２８（２）、２９       

A6 Ｍ１ＸＴＺ５０５Ａ バルブロッドＡｓｓｙ 1 ３２、３３、３４       

A7 Ｍ１ＸＴＺ５１０Ａ バルブガイドＡｓｓｙ 1 ３５、３６       

A8 ＭＢ３８Ｚ５０３Ａ インナーチューブＡｓｓｙ 1 ２８、４１、４２、４３       

A9 ＭＢ３８Ｚ５０４Ａ シリンダＡｓｓｙ 1 ２８（４）、４５、４７（３）、４８       

A10 ＭＢ３８Ｚ５０５Ａ フロントキャップＡｓｓｙ 1 ５１、５２、５３、５６       

A11 ＭＢ３８Ｚ５００B シールキットＡｓｓｙ 1 ３、５、１３、１４、３１、３３、３４、３６、３７、４０、４５、４６（４）、４９、５０、５１、６０、６６（２）、６９   
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